
さがみ湖リゾートプレジャーフォレスト（相模原市緑区若柳）で１日、発光ダイオード（ＬＥＤ）約５００万個が彩る「さ
がみ湖イルミリオン」が始まり、静かな山あいに幻想的な空間が浮かび上がった。２０１５年４月１２日まで。
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ベ
ル
タ
の
小
説「
武
器
を
捨
て
よ
！
」

は
、
欧
州
で
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
。
日
本
人
留
学
生
は
、
ベ
ル
タ
の
名

前
も
小
説
も
、
パ
ネ
ル
展
で
初
め
て

知
っ
た
の
だ
と
い
う
。
平
和
を
め
ぐ
る

欧
州
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
知
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

平
和
学
部
や
大
学
院
で
学
ん
だ
学
生

た
ち
の
多
く
は
そ
の
後
、
世
界
各
地
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
、
教
育
、
メ
デ
ィ

ア
、
政
治
の
分
野
で
、
人
々
を
痛
み
か

ら
解
放
す
る
活
動
を
続
け
る
。

　

こ
と
し
の
平
和
賞
に
は
、
パ
キ
ス
タ

ン
で
女
子
教
育
の
権
利
を
求
め
、
銃
撃

さ
れ
た
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
、

イ
ン
ド
で
児
童
労
働
根
絶
に
取
り
組
む

カ
イ
ラ
シ
ュ
・
サ
ト
ヤ
ル
テ
ィ
さ
ん
の

２
人
が
選
ば
れ
た
。
貧
困
や
紛
争
の
絶

え
な
い
南
ア
ジ
ア
。
と
も
に
過
酷
な
現

実
を
身
を
も
っ
て
伝
え
た
。
多
く
の
人

が
納
得
し
た
受
賞
で
は
な
い
か
。

　

30
年
ほ
ど
前
の
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ

タ
、
修
道
女
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
運
営

す
る
「
死
を
待
つ
人
の
家
」
を
訪
れ
た
。

行
き
倒
れ
に
な
っ
た
路
上
生
活
者
を
収

容
し
、「
尊
厳
あ
る
死
」
を
迎
え
て
も

ら
う
施
設
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
身
動
き
の
で
き
な
い
収
容

者
が
静
か
に
手
を
上
げ
る
。
シ
ス
タ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
寄
り
、
手
を

握
り
し
め
、
か
す
か
な
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
。
人
の
命
が
最
期
を
迎
え
る
こ
と

に
対
し
、
真
摯
な
姿
勢
が
印
象
に
残
っ

た
。
マ
ザ
ー
も
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
が
似
合
う
人

た
ち
で
あ
る
。
控
え
め
で
献
身
的
で
、

人
の
痛
み
に
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と

が
比
較
的
得
意
で
、
命
に
尊
敬
の
念
が

あ
っ
て
、
と
共
通
点
が
あ
る
。
威
勢
よ

く
「
平
和
」
を
口
に
す
る
ど
こ
か
の
国

の
旦
那
と
は
随
分
と
違
う
な
。
そ
う
思

う
の
は
わ
た
し
だ
け
だ
ろ
う
か
。

（
神
奈
川
新
聞
社
編
集
局
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
明
男
）

　

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
英
国
中
部
の

田
舎
町
で
あ
る
。
有
名
な
観
光
資
源
は

な
く
、
町
並
み
に
特
徴
も
な
い
。
何
の

変
哲
も
な
い
地
方
都
市
、
通
り
を
吹
き

抜
け
る
秋
風
が
身
に
し
み
た
。
こ
こ
に

平
和
に
関
心
の
あ
る
世
界
の
若
者
、
と

き
に
は
中
高
年
も
や
っ
て
く
る
。

　

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
平
和
学

部
（
現
在
は
学
科
）
で
学
ぶ
た
め
だ
。

「
平
和
」
を
冠
し
た
学
部
・
学
科
は
世

界
で
も
珍
し
い
。
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
移

民
も
多
く
、町
中
に
本
格
的
な
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
料
理
店
が
あ
る
。

　

平
和
学
修
士
課
程
の
日
本
人
留
学
生

は
あ
る
日
、
学
内
で
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・

ズ
ッ
ト
ナ
ー
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

女
性
の
小
さ
な
パ
ネ
ル
展
を
見
た
。
日

本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
秘
書
を

務
め
、「
平
和
賞
」
の
創
設
に
影
響
を

与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
４
年

は
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る
。

「
平
和
の
冠
」が
似
合
う
人
々

視
描点
点

− 　 −3



　

小
学
校
の
子
供
た
ち
は
、
日
本
新
聞

協
会
が
推
進
す
る
〝
教
育
に
新
聞
を
取

り
入
れ
る
運
動
〟、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ　

Ｉ
ｎ　

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
に
よ
っ
て
、
学
校
で
新
聞

を
作
っ
て
い
る
。
大
人
は
新
聞
ば
な
れ

だ
、
文
字
ば
な
れ
が
進
む
と
騒
い
で
い

る
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
新
聞
は

身
近
に
あ
り
、
広
告
も
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
向
け
の
「
広
告
」
の
本
が

あ
る
（
本
誌
１
９
０
８
号
を
ど
う
ぞ
）。

『
新
聞
広
告
で
見
つ
け
よ
う　

明
治
か

ら
平
成　

く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
』

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
。《
食
べ
も
の
》《
電

化
製
品
》《
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
》《
乗
り
も

の
》《
遊
び
・
レ
ジ
ャ
ー
》
の
５
冊
。

聖
心
女
子
学
院
初
等
科
の
先
生
が
執

筆
、
く
も
ん
出
版
が
刊
行
し
た
。

　
《
食
べ
も
の
》
特
集
の
な
か
に
、
洋

食
の
歴
史
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
略

記
し
よ
う
。

・�

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
タ
マ
ネ
ギ
を
輸
入
。
北
海
道

で
栽
培
を
始
め
た
。

・�

72
（
明
治
５
）
年
、肉
食
奨
励
の
た
め
、

明
治
天
皇
が
初
め
て
牛
肉
を
召
し
上

が
っ
た
。

　

�

長
崎
で
ア
メ
リ
カ
式
の
ハ
ム
を
製
造

し
た
。

・�

74
（
明
治
７
）
年
、
あ
ん
パ
ン

が
発
売
さ
れ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
考
案
さ
れ
た
。

・�

81
（
明
治
14
）
年
、
一
般
家
庭

へ
牛
乳
配
達
が
始
ま
る
。

・�

85
（
明
治
18
）
年
、
フ
ラ
ン
ス

方
式
で
バ
タ
ー
の
本
格
的
製
造

始
ま
る
。

・�

87
（
明
治
20
）
年
、
西
洋
料
理

の
調
理
法
を
解
説
し
た
『
手
軽

西
洋
料
理
法
』
が
出
版
さ
れ
た
。

・�

89
（
明
治
22
）
年
、
日
本
最
初

の
学
校
給
食
が
始
ま
る
。

・�
93（
明
治
26
）年
こ
ろ
、マ
ヨ
ネ
ー

ズ
や
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ

ロ
ッ
ケ
の
記
事
が
新
聞
に
掲
載
。

・�

95
（
明
治
28
）
年
、
東
京
銀
座
に
西

洋
料
理
店
が
開
業
。

・�

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、
静
岡
駅

で
「
西
洋
弁
当
」
の
発
売
。

・�

01
（
明
治
34
）
年
、
東
海
道
線
に
洋

食
専
門
の
食
堂
車
が
登
場
。

・�

08
（
明
治
41
）
年
、
こ
の
広
告
が
掲

載
さ
れ
た
。「
や
ん
や
と
御
評
判
の

あ
る
先
生
い
ら
ず
の
お
け
い
こ
本
」。

　

日
本
独
特
の
家
元
制
度
は
、
江
戸
時

代
に
確
立
し
た
。
生
花
・
茶
道
・
舞
踊

や
能
・
狂
言
な
ど
。
日
本
料
理
の
先
生

は
、
い
ま
や
神
さ
ま
の
ご
と
し
。

　

広
告
の
下
段
の
裁さ
い
ほ
う縫

と
タ
ビ
以
外
は

料
理
関
係
。
惣そ
う
ざ
い菜・

豆
腐
・
さ
つ
ま
芋
・

漬
物
・
和
洋
菓
子
、そ
し
て
洋
食
の
「
お

け
い
こ
」。「
絵
入
総
か
な
つ
き
、
価
格

28
銭
」。
こ
の
本
が
よ
く
売
れ
る
の
は
、

牛
肉
だ
け
で
な
く
身
近
な
材
料
で
、
10

歳
代
の
お
じ
ょ
う
さ
ん
も
上
手
に
で
き

る
調
理
法
で
す
と
。
洋
食
作
り
は
つ
い

に
家
庭
に
も
浸
透
し
て
き
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
上
図
）１
９
０
８（
明
治
41
）年
11
月
、

国
民
新
聞
掲
載

子
供
は
知
っ
て
い
る

宮
野
　
力
哉

う
ま
い
物
も
ろ
も
ろ
①

広
告

談
珍

− 　 −16


